
町
屋
沿ぞ

ひ
小
径
を
行
け
ば
桐
苗
は
幼
く
鮮
烈

な
緑あ
を

き
夏
の
葉

　若
や
か
に
葉
を
ひ
ろ
げ
た
る
桐
苗
を
し
た
た

か
に
打
つ
昼
す
ぎ
の
雨

　寺
泊
の
日
本
海
に
あ
く
が
れ
て
梅
雨
し
と
ど

な
る
岸
壁
に
立
つ

　夜
ふ
か
く
残
置
灯
と
も
り
防
波
堤
を
打
つ
波

の
秀
の
闇
に
光
れ
り

　三
百
年
の
庭
の
草
芝
に
触
れ
て
と
ぶ
あ
き
あ

か
ね
あ
り
寺
泊
聖
徳
寺

　

▉
▊
宮
英
子
歌
集
『
西
域
更
紗
』
▉
▊

宮
英
子
う
た
紀
行
・
102



口絵鑑賞　梅雨の寺泊
　「寺泊行」5首より。平成 15 年 6 月 28，29 日，「新潟
日報文芸選者に学ぼう in 寺泊」の講師として寺泊町を
訪問された。初日の歌会では，約 130 首について 1首ず
つ歌評。その的確な指摘と，86 歳とは思えないほど明
るく楽しくエネルギッシュな話しぶりは，出席者に深い
感銘を与えた。
　寺泊は，海と山に挟まれた細長い港町。1，2 首目，
古い町並の中で，雨に打たれた桐の若葉の緑が鮮烈に目
に映ったのだ。3首目，日本海の向こうには佐渡が見え
る。「日本海にあくがれて」は，長歌「朱鷺幻想」を詠
んだ夫君・柊二を思っての言葉だろう。4首目，宿は港
のすぐそばにあり，夜の窓からは灯に照らされた波が見
えた。5首目，翌日の講演の終了後，聖徳寺（筆者の生
家）を訪ねられた。庭には古い池があり，まだ色づかな
いアキアカネが飛んでいた。
　平成 17 年，佐渡汽船埠頭の公園に 3首目の歌を刻ん
だ石碑が立った。翌 18 年，寺泊町は長岡市に合併され
た。

（写真・鑑賞　田宮　朋子）

　
　
　 コ
ス
モ
ス

会
員
著
書

　合
同
出
版
記
念
会
に
つ
い
て

　私
達
の
友
人
が
最
近
半
年
間
に
出
版
し
た
歌
集
の
合
同
出
版
記
念
会
を
、
著
者
を

お
迎
え
し
て
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
出
席
下
さ
い
。

　日
時
　令
和
元
年
6
月
2
日
（
第
一
日
曜
日
）
午
後
1
時
（
正
午
受
付
開
始
）

　会
場
　ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
（
私
学
会
館
）

〒
102
│
0073
　東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四
▆
二
▆
二
五

電
話
〇
三
▆
三
二
六
一
▆
九
九
二
一

　会
費
　①
歌
集
批
評
紹
介
の
会
、
特
別
企
画
　千
円
　②
祝
賀
会
　七
千
円

　
　
　
　出
席
者
は
①
②
と
も
、
あ
る
い
は
①
②
の
別
を
コ
ス
モ
ス
短
歌
会
あ
て

　
　
　
　 5
月
25
日
必
着
、
葉
書
で
申
し
込
む
こ
と
。

※
フ
ロ
ア
、
部
屋
等
の
詳
細
は
当
日
、
ロ
ビ
ー
他
の
表
示
で
確
認
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　対
　象
　著
　書 

批
評
紹
介
者

1
　正
木

　
　節
子
著

　歌
集
『
生
か
さ
れ
て
』························ 

橋
本
の
り
こ

2
　岡
田

　
　万
樹
著

　歌
集
『
山
鳩
啼
く
』··························· 

松
井

　竜
也

3
　森
田

　
　則
子
著

　歌
集
『
夜
空
の
水
無
川
』····················· 

康

　
　哲
虎

4
　小
田
部
　雅
子
著
　歌
集
『
水
と
光
』······························ 

四
野
宮
和
之

5
　江
崎

　
　昌
子
著

　歌
集
『
橋
の
裏
側
』··························· 

三
沢

　左
右

6
　桜
井

　千
恵
子
著

　歌
集
『
風
の
鶴
』······························ 

朝
比
奈
美
子

7
　奥
村

　
　晃
作
著

　歌
集
『
八
十
一
の
春
』························ 

中
津
川
勒
坐

　
　（休
　
　憩
）

【
特
別
企
画
】

鼎
談
「
今
回
の
歌
集
に
つ
い
て
」··············· 

高
野
公
彦
・
田
宮
朋
子
・
水
上
芙
季

イ
ベ
ン
ト
「
み
ん
な
で
楽
し
む
面
白
短
歌
」（
賞
品
あ
り
） ·······························

小
島
ゆ
か
り
・
水
上
比
呂
美

第
65
回
O
先
生
賞
、
第
56
回
桐
の
花
賞
、
第
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回
評
論
・
随
筆
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贈
呈
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▽
正

　
　午

　
　
　受
付
開
始

　午
後
1
時

　歌
集
批
評
紹
介
の
会
、
特
別
企
画

　午
後
5
時
20
分

　贈
呈
式
、
祝
賀
会

▽
受
付 

勝
木
尚
子
・
田
村
悦
子

　書
籍
販
売 

赤
崎
美
香
子
・
春
田

　要

　司
会（
歌
集
批
評
紹
介
の
会
） 

大
西
淳
子
・
中
村
敬
子

　司
会（
祝
賀
会
） 

島
田
真
幸

　記
録 

事
務
室

市谷見附

九段南四
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外濠

外堀通
り

JR中
央線（

各駅停
車）

市ヶ谷
プラザ

正面玄関

Ｊ
Ｒ

市
ヶ
谷
駅 地下鉄1出口 地下鉄A1出口

靖国通り
地下鉄A4出口

交番

日
本
テレ
ビ
通
り

三菱東京
UFJ銀行

日本大学
本部

りそな銀行

九段下方面→

【 電 車 】 •JR中央線・総武線（各駅停車）：市ヶ谷駅　徒歩 2分
•地下鉄有楽町線・南北線：市ヶ谷駅A1-1 出口　徒歩 2分
•都営新宿線：市ヶ谷駅A1-1 またはA4出口　徒歩 2分
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箱根寄木細工（神奈川県箱根町）
　箱根寄

よせ
木
ぎ
細
ざい く
工は昭和 59 年，国の伝統的工芸品に指定された。江

戸時代から現在まで技術継承がなされている手りの木工芸品である，
と認められて。
　家康の命によって東海道は整備され，間

あいの
宿
しゆく
になった畑

はた
宿
じゆく
も物

見遊山の旅人で賑わった。職人石川仁兵衛が箱根山系の豊富な樹種
を用いて創作した寄木細工は，人気の街道土産となった。仁兵衛の
寄木文様は箱根の石畳からの発想。現在基本 60 種，応用の文様は
無限にある。
　寄木細工は製法が二つ。天然木材が持つ多彩な色と木目を生かし
て幾何学模様に組み合わせ，大鉋で薄くすき箱などに貼る「貼り」
と寄木の板またはブロックをそのまま製品に削り出す「無垢」。
　作品は，寄り添った木々がそれぞれの個性を失わず，互いに引き
立て合うところに集合体の理想を見る思いだ。手文庫・小物入れ・
盆・茶筒などに触れると，木の温もりと匠の心意気が伝わってくる。
箱根駅伝の往路優勝トロフィーは，年々金

かな
指
ざし
勝
かつ
悦
ひろ
の寄木の大作だ。

　七手の仕掛けを解かないと開かない寄木の秘密箱に，イヤリング
を入れて孫に贈りたいという人が，寄木会館に来たという。

（写真・解説　加藤　久子）


